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長
期
的
影
響

海洋中の分布 

② 大気からの沈着 
② 大気からの沈着 

① 直接放出 ③ 河川から 

食物連鎖
鉛直混合

移流/拡散

粒子形成

粒子沈降底生生物への移行

堆積物から
の脱着

粒子から
の脱着

長期的影響 

　東京電力福島第一原子力発電所事故により放出された放射性物質の海洋中の分布
は、時間経過によって大きく変化すると考えられています。放射性物質が海洋に運ば
れる経路には、①発電所からの海洋への直接の流入、②風に乗って運ばれた放射性物
質の海洋への降下、③陸に降下した放射性物質の河川や地下水を介した海への運搬の
３つのルートが考えられます。ただし、セシウムの場合は、土壌中に強く吸着される
ことから、地下水と共に移行して海に達することはほとんど考えられません。
　海水中の放射性セシウムの濃度は、事故直後急激に上昇しましたが、１～２か月の
うちに海流に乗って流されたり、拡散したりすることで下がりました。海産生物の放
射性セシウムの濃度は海水中の濃度と関係があり、海水中の濃度の低下と共に海産生
物の濃度も低下しました。また、放射性セシウムの一部は海底に沈降したため、海底
付近にいる魚類（底魚）への移行が懸念されましたが、調査研究の結果、ヒラメ・マ
ダラ等の底魚の放射性セシウムの濃度は福島沖を含めて低下しており、海底土から海
産生物への放射性セシウムの移行はごく僅かであることが判明しています（出典：水
産庁、水産物の放射性物質の検査に係る報告書、平成 27 年）。

本資料への収録日：平成 25 年３月 31 日
改訂日：平成 27 年３月 31 日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成27年度版）」 第4章 防護の考え方




